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5月分
介護予防教室

日　　時 �水曜日・金曜日
� ９時50分〜11時20分
場　　所 �アザレアホール　3階大会議室

5月スケジュール
● 10日（水）
 ケアビクス
� 講師　林﨑�万里子�先生
� 自己負担金　100円

● 24日（水）
 すまいる体操
� 講師　宇都宮�準一�先生
� 自己負担金　100円

● 26日（金）
 エンディングノート
 講師　葬儀会社スタッフ
� 自己負担金　100円

● 31日（水）
 陶芸　※定員20人
� 講師　光安�逸子�先生
� 自己負担金　500円

65歳以上の皆さん

介護予防教室に参加して
みませんか？

申込資格 � �おおむね65歳以上で町内に住
所があり、要介護認定を受けて
いない人

5月分申込期間 � 4月17日(月)〜28日(金）
申込方法 � 電話または窓口で申し込み
申 込 先 � 須恵町役場�1階福祉課窓口
� ☎�932-1493（ダイヤルイン）
� ☎�932-1151（内線128）

誰もが訪れる
最期の時。自分も家族も
困らないために、一緒に
見直してみませんか？

座ってできる
手・足・頭
の体操！

身体を効果的に
使える方法
教えます！

※�内容は変更になる可能性があります。詳しくは福祉課まで
お問い合わせください。

在宅高齢者への支援サービスを行います在宅高齢者への支援サービスを行います

お皿やお椀、
花瓶など

世界に一つだけの
作品を！

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、次のとおり在宅高齢者支援サービスを行います。
　※�サービスを利用するには、原則として事前申請が必要です。また、利用を希望するサービスによっては、
調査を受ける必要があります。詳細は福祉課へお問い合わせください。

内　容 要調査 対象者 利用回数 支給金額・利用料
食の自立支援サービス
(配食サービス)
自宅に弁当を配達し、安否確認を行
います。

●
65歳以上のひとり暮らしや高齢者の
みの世帯で、調理をすることが困難で、
介護保険サービス利用者または重度の
障がいがある人

週7食を
限度

補助額(1食当たり250円)を
超えた額は自己負担

緊急通報システム
緊急通報装置を貸与して、緊急時に
おける連絡手段の確保を行います。

●
70歳以上のひとり暮らしや高齢者の
みの世帯で心身の障がいや疾病などが
あり、定期的に安否確認が必要な人

電話の基本料金・通話料金

介護用品（紙おむつ）給付
常時おむつが必要な在宅の高齢者
に、紙おむつなどを給付します。

●
65歳以上の在宅の高齢者で、介護認
定で要介護度3以上または重度の障が
いがあり、常時おむつが必要な人

非課税世帯：上限5,000円/月
課税世帯：上限3,000円/月

高齢者等住宅改造費助成
高齢者に配慮した住宅に改造する場
合、改造費用の一部を助成します。

●
要介護者・障がいがある人など、町県
民税非課税世帯で、介護保険の居宅住
宅改修費の支給額を上回る場合

1世帯
当たり
1回

30万円を限度に支給

はり・きゅう施術料補助
はり・きゅう施術費の一部を助成し
ます。

65歳以上 月4回を
限度

1回当たり施術費の半額で、
限度額1,500円

介護手当
寝たきり状態にある高齢者を常時介
護している人に対して、介護手当を
支給します。

●
居宅で寝たきり状態にある要介護4以
上の人（65歳以上）を常時介護してい
る同居のご家族

1万円/月

徘徊高齢者探してメール
徘徊のおそれのある高齢者をあらか
じめ登録し、行方不明となった場合
に捜索メールを配信します。

認知症により徘徊のおそれのある高齢
者など

問�福祉課　☎�932-1493（ダイヤルイン）　☎�932-1151（内線125）
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若杉クラブだより

須恵町シニアクラブ連合会
会長　合屋 浩寿

　
今
号
は
、令
和
5
年
4
月
に
創
立
60
周
年

を
迎
え
た
若
杉
ク
ラ
ブ（
以
下
本
会
）の
記
念

事
業
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

記
念
事
業
の
趣
旨

　
60
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、先
人
の
皆
さ

ん
へ
の
敬
意
と
本
会
の
愛
着
を
深
め
る
と
共

に
、本
会
の
活
動
を
通
し
て
、「
地
域
共
生
社

会
」の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目

指
す
契
機
と
し
て
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

■ 

実
施
期
間
な
ど

　
実
施
期
間
は
、令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら

令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で
と
し
ま
す
。
こ
の

期
間
は
、
本
会
主
催
事
業
な
ど
に「
創
立
60

周
年
記
念
」の
冠
名
称
を
付
け
た
り
、
ロ
ゴ

デ
ザ
イ
ン
を
使
用
す
る
な
ど
し
て
意
識
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

■ 

事
業
計
画

　
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

内
容
を
一
部
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
60
周
年
記
念
式
典

　�

若
杉
ク
ラ
ブ
60
周
年
記
念
事
業
の
メ
イ
ン

で
あ
る
記
念
式
典
は
、会
員
の
集
い
と
同

日
の
9
月
16
日（
土
）に
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

須
恵
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

●
60
周
年
を
記
念
し
て
新
た
に
行
う
事
業

•
本
会
書
庫
兼
倉
庫
の
建
設

　�

現
在
分
散
し
て
保
管
し
て
い
る
書
類
、事

務
用
品
な
ど
を
効
率
的
に
保
管
す
る
た
め
、

プ
レ
ハ
ブ
タ
イ
プ
の
書
庫
兼
倉
庫
を
建
設

し
ま
す
。

•
記
念
誌
の
発
行

　�

会
員
の
絵
手
紙
、俳
画
、俳
句
、短
歌
、川

柳
や
60
周
年
の
思
い
な
ど
を
中
心
と
し
た

記
念
誌
を
発
行
し
、全
会
員
に
配
布
し
ま
す
。

•
体
力
測
定
用
具
の
購
入
整
備

　�

健
康
づ
く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
体
力

測
定
を
、単
位
ク
ラ
ブ
で
普
及
促
進
す
る

た
め
、体
力
測
定
用
具
を
購
入
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
４
月
行
事
予
定

春
期
歩
こ
う
会

▼�

期
　
日
　
4
月
16
日（
日
）

▼�

目
的
地
　
昭
和
の
森
公
園

▼�

目
的
地
集
合
時
間
　
11
時

　
若
杉
ク
ラ
ブ
は「
の
ば
そ
う
！�

健
康
寿
命
、

担
お
う
！�

地
域
づ
く
り
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
多
く
の
仲
間
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問� �

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
所

�
�（

須
恵
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�
�

☎
９
３
３・２
１
６
０

恙
つ
つ
が

負
ふ
わ
が
晩
年
の
梅
一
枝�

�

松
永
　
唯
道

梅
の
花
己
の
た
め
に
咲
き
ほ
こ
り�

�

諸
永
　
素
子

啓
蟄
や
シ
ン
ク
磨
き
て
動
き
出
す�
�

本
多
み
な
え

梅
古
木
借
景
の
山
控
へ
さ
せ�
�

樋
口
　
京
子

鉄
幹
の
虚う

ろ

な
ほ
梅
を
咲
か
せ
け
り�

�

八
尋
　
風
華

飼
ひ
馴
ら
す
身
ぬ
ち
の
鬼
へ
年
の
豆�

�

伊
東
　
佳
世

啓
蟄
や
箪
笥
の
上
に
古ふ

り
し
凧�

�

今
村
　
素
瓶

春
寒
に
取
り
残
さ
れ
て
ゐ
る
ご
と
し�

�

平
野
　
文
子

卒
業
期
バ
ス
待
つ
白
杖
傷
あ
ま
た�

�
片
渕
は
つ
み

ひ
と
と
せ
の
侵
攻
あ
り
て
梅
散
り
ぬ�

�

今
村
　
浄
子

戦
い
く
さ

の
世
春
愁
極
み
無
情
な
り�

�

吉
松
　
義
廣

初
蝶
や
生
は
死
を
以も

て
完
結
す�

�

大
村
　
典
久

掃
除
機
を
準
備
し
て
か
ら
食
ら
う
餅�

�

渡
邊
　
閑
牛

羽
の
無
い
天
使
に
も
あ
る
反
抗
期�

�
�

伊
藤
　
可
笑

ア
ゲ
ハ
蝶
羽
化
の
神
秘
を
披
露
す
る�

�

カ
ト
レ
ヤ

青
空
に
洗
濯
ば
さ
み
弾
け
飛
ぶ�

�

池
田
　
遊
歩

年
金
に
羽
が
生
え
た
か
飛
ぶ
祝
儀�

�

上
田
　
多
門

水
ぬ
る
む
両
手
の
中
に
弾
む
も
の�

�

小
林
　
淑
子

大
枚
を
叩
き
昇
殿
初
穂
料�

�

木
村
　
文
福

一
羽
な
ら
翔
べ
る
と
思
う
千
羽
鶴�

�

安
原
美
智
子

児
に
還
る
母
に
天
女
の
羽
を
見
る�

�

山
本
　
む
つ

延
々
と
お
し
ゃ
べ
り
続
く
長
電
話�

�

と
が
み
か
つ
す
け

縄
暖の

れ

ん簾
羽
を
休
め
る
蜂
の
群
れ�

�

杉
原
　
満
月

毬ま
り

弾
む
悔
い
も
挫
折
も
ま
だ
知
ら
ぬ�

�

池
田
　
茂
代

喝
采
を
こ
れ
が
羽
蟻
の
死
の
舞
踏�

�

長
﨑
　
瑞
竹

も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
瘡か

さ
ぶ
た蓋
は
取
れ
た�

�

遠
藤
よ
り
子

真
っ
白
な
翅は

ね

焦
げ
る
ま
で
蝉
は
鳴
く�

�

白
木
　
写
禄

弾
む
足
空
を
ま
た
い
だ
水
溜
ま
り�

�

上
原
　
ふ
み

毎
月
第
一
水
曜
日
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で
句
会
。

初
心
者
大
歓
迎
。（
松
永
　
☎
９
３
２・３
５
１
７
）

う
ぶ
す
な
句
会
会
員
募
集

俳
句
俳
句�

「
梅
・
啓け

い

蟄ち
つ

・
年
の
豆
・
春
寒
・
卒
業
・
春
愁
・
初
蝶
」��

う
ぶ
す
な
句
会

川
柳
川
柳��

夢
現
代

「
虫
く
い
川
柳
」

　
春（
　��

）が
弾
む
心
を
友
に
す
る

　（
　
）の
２
音
を
あ
な
た
な
ら
、
ど
ん
な
言

葉
に
し
ま
す
か
？�

　
答
え
は
、広
報
す
え
５
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

★
3
月
号
の
答
え

　
風
に
乗
る�

綿
毛�

が
め
ざ
す
新
天
地

問�

夢
現
代
　
池
田
　
☎
９
３
３・２
４
０
４
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